
(57)【要約】

　【課題】サングラス越しに表示面を見た場合等、偏光

作用のある光学部材を通して観察した場合でも、表示画

像が偏光軸の方向に起因して見え難くなる程度を低減で

きる液晶表示パネルを提供する。

　【解決手段】画素電極及び対向電極を有する一対の基

板の間に液晶層を挟持して形成された液晶セル２と、液

晶セルの少なくとも表示面側に配置された偏光部材３、

４と、偏光部材と液晶セルの間に配置され、偏光部材側

から入射する直線偏光を円偏光または楕円偏光として出

射する位相差板５、６、７、８とを備え、表示面側の偏

光部材から外部に向けて出射される光が直線偏光である

。表示面側の偏光部材よりも外側に、直線偏光を円偏光

または楕円偏光として出射する出射位相差板９が配置さ

れる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 画 素 電 極 及 び 対 向 電 極 を 有 す る 一 対 の 基 板 の 間 に 液 晶 層 を 挟 持 し て 形 成 さ れ た 液 晶 セ ル
と 、 前 記 液 晶 セ ル の 少 な く と も 表 示 面 側 に 配 置 さ れ た 偏 光 部 材 と 、 前 記 偏 光 部 材 と 前 記 液
晶 セ ル の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 偏 光 部 材 側 か ら 入 射 す る 直 線 偏 光 を 円 偏 光 ま た は 楕 円 偏 光 と
し て 出 射 す る 位 相 差 板 と を 備 え 、 表 示 面 側 の 前 記 偏 光 部 材 か ら 外 部 に 向 け て 出 射 さ れ る 光
が 直 線 偏 光 で あ る 液 晶 表 示 パ ネ ル に お い て 、
　 前 記 表 示 面 側 の 偏 光 部 材 よ り も 外 側 に 、 直 線 偏 光 を 円 偏 光 ま た は 楕 円 偏 光 と し て 出 射 す
る 出 射 位 相 差 板 が 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 出 射 位 相 差 板 が λ ／ ４ 位 相 差 板 で あ る 請 求 項 １ に 記 載 の 液 晶 表 示 パ ネ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 液 晶 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル が 設 置 さ れ た 装 置 本 体 と を 備 え 、
　 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 画 素 電 極 及 び 対 向 電 極 を 有 す る 一 対 の 基 板 の 間 に 液 晶 層 を 挟 持
し て 形 成 さ れ た 液 晶 セ ル と 、 前 記 液 晶 セ ル の 少 な く と も 表 示 面 側 に 配 置 さ れ た 偏 光 部 材 と
、 前 記 偏 光 部 材 と 前 記 液 晶 セ ル の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 偏 光 部 材 側 か ら 入 射 す る 直 線 偏 光 を
円 偏 光 ま た は 楕 円 偏 光 と し て 出 射 す る 位 相 差 板 と を 有 し 、 表 示 面 側 の 前 記 偏 光 部 材 か ら 外
部 に 向 け て 出 射 さ れ る 光 が 直 線 偏 光 で あ る 画 像 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 表 示 面 側 の 前 記 偏 光 部 材 よ り も 外 側 に 、 直 線 偏 光 を 円 偏 光 ま た は
楕 円 偏 光 と し て 出 射 す る 出 射 位 相 差 板 が 配 置 さ れ 、 前 記 出 射 位 相 差 板 は 前 記 装 置 本 体 に 支
持 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 画 像 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 装 置 本 体 に は 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 面 を 覆 う 透 明 保 護 板 が 設 け ら れ 、 前 記 出 射
位 相 差 板 は 、 前 記 透 明 保 護 板 の 外 面 ま た は 内 面 に 設 け ら れ た 請 求 項 ３ に 記 載 の 画 像 表 示 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 出 射 位 相 差 板 が λ ／ ４ 位 相 差 板 で あ る 請 求 項 ３ に 記 載 の 画 像 表 示 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 携 帯 電 話 、 携 帯 情 報 機 器 、 カ メ ラ 等 の 液 晶 モ ニ タ ー に 用 い ら れ る 液 晶 表 示 パ
ネ ル 、 お よ び 液 晶 モ ニ タ ー を 備 え た 画 像 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 液 晶 表 示 装 置 は 、 自 ら は 発 光 し な い た め 、 バ ッ ク ラ イ ト に よ り 背 面 か ら 照 明 す る 透 過 型
、 あ る い は 入 射 光 を 反 射 さ せ る 反 射 型 の い ず れ の 場 合 に も 、 入 射 光 を 効 果 的 に 透 過 あ る い
は 反 射 す る よ う に 種 々 の 改 良 が な さ れ て い る 。 透 過 型 、 あ る い は 反 射 型 の い ず れ で も 、 十
分 な コ ン ト ラ ス ト を 得 て 、 良 好 な 表 示 品 位 を 達 成 す る た め に 、 表 示 モ ー ド と し て は 、 Ｔ Ｎ
（ ツ イ ス テ ッ ド ネ マ テ ィ ッ ク ） モ ー ド 、 Ｓ Ｔ Ｎ （ ス ー パ ー ツ イ ス テ ッ ド ネ マ テ ィ ッ ク ） モ
ー ド と い っ た 偏 光 板 を 利 用 す る モ ー ド を 用 い る 場 合 が 多 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 偏 光 板 を 利 用 し た 液 晶 表 示 パ ネ ル の 例 に つ い て 、 図 ３ を 参 照 し て 説 明 す る （
例 え ば 、 特 許 文 献 １ を 参 照 ） 。 図 ３ は 、 従 来 例 の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ６ の 断 面 模 式 図 で あ る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ６ を 構 成 す る 主 要 な 要 素 で あ る 液 晶 セ ル ２ は 、 例 え ば 、 画 素 電 極
及 び 対 向 電 極 を 有 す る 一 対 の 基 板 （ 図 示 せ ず ） の 間 に 液 晶 層 を 挟 持 し て 構 成 さ れ る 。 液 晶
セ ル ２ の 両 側 の 最 外 面 に 、 各 々 偏 光 板 ３ 、 ４ が 配 置 さ れ て い る 。 液 晶 セ ル ２ と 偏 光 板 ３ の
間 に は 、 液 晶 セ ル ２ の 側 か ら 順 に 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ 、 及 び λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ が 配 置 さ れ
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て い る 。 液 晶 セ ル ２ と 偏 光 板 ４ の 間 に は 、 液 晶 セ ル ２ の 側 か ら 順 に 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ７ 、
及 び λ ／ ２ 位 相 差 板 ８ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 λ ／ ４ 位 相 差 板 ７ の 遅 相 軸 は λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ の 遅 相 軸 と 直 交 す る よ う に 設 定 さ れ て い
る 。 λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ の 遅 相 軸 は λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ の 遅 相 軸 に 対 し て ６ ０ 度 、 λ ／ ２ 位 相
差 板 ８ の 遅 相 軸 は λ ／ ４ 位 相 差 板 ７ の 遅 相 軸 に 対 し て ６ ０ 度 傾 む く よ う に 、 ま た λ ／ ２ 位
相 差 板 ８ の 遅 相 軸 は λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ の 遅 相 軸 と 直 交 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 偏 光 板 ３ の 透 過 軸 は λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ の 遅 相 軸 に 対 し て λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ の 遅 相 軸 を 挟
む 方 向 に ７ ５ 度 、 λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ の 遅 相 軸 に 対 し て １ ５ 度 、 偏 光 板 ４ の 透 過 軸 は λ ／ ４
位 相 差 板 ７ の 遅 相 軸 に 対 し て λ ／ ２ 位 相 差 板 ８ の 遅 相 軸 を 挟 む 方 向 に ７ ５ 度 、 λ ／ ２ 位 相
差 板 ８ の 遅 相 軸 に 対 し て １ ５ 度 傾 む く よ う に 、 ま た 偏 光 板 ３ の 透 過 軸 は 偏 光 板 ４ の 透 過 軸
に 対 し て 直 交 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ６ の 裏 面 （ 図 の 上 側 ） に 配 置 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト （ 図 示 せ ず ） の
照 射 に よ る 入 射 光 １ ０ は 、 偏 光 板 ４ を 通 過 後 、 偏 光 板 ４ の 透 過 軸 に 一 致 し た 直 線 偏 光 に な
る 。 λ ／ ２ 位 相 差 板 ８ を 通 過 し た 光 は 、 偏 光 板 ４ の 透 過 軸 方 向 に 対 し て λ ／ ２ 位 相 差 板 ８
の 遅 相 軸 方 向 を 挟 ん で ３ ０ 度 の 偏 光 方 向 の 直 線 偏 光 に な り 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ７ に 入 射 さ れ
る 。 λ ／ ２ 位 相 差 板 ８ を 通 過 し た 直 線 偏 光 の 偏 光 方 向 に 対 し て 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ７ の 遅 相
軸 方 向 は ４ ５ 度 に な る よ う に 配 置 さ れ て お り 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ７ を 通 過 し た 光 は 円 偏 光 に
な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 液 晶 セ ル ２ に お い て 液 晶 層 に 電 界 が 印 加 さ れ て い な い 場 合 、 例 え ば 負 の 誘 電 異 方 性 を 示
す 液 晶 材 料 を 用 い た 液 晶 層 は 、 液 晶 分 子 が 基 板 面 か ら ほ ぼ 垂 直 に 配 向 し て お り 、 入 射 す る
光 に 対 す る 液 晶 層 の 屈 折 率 異 方 性 は 極 わ ず か で あ り 、 光 が 液 晶 セ ル ２ を 通 過 す る こ と に よ
っ て 生 じ る 位 相 差 は ほ ぼ ０ で あ る 。 従 っ て 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ７ か ら 出 射 さ れ る 円 偏 光 は 、
円 偏 光 を 崩 さ ず に 液 晶 セ ル ２ を 通 過 し 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ に 入 射 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ に 入 射 し た 円 偏 光 は 、 偏 光 板 ４ の 透 過 軸 方 向 と 直 交 す る 方 向 の 直 線 偏
光 に な り 、 λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ に 入 射 す る 。 λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ を 通 過 し た 直 線 偏 光 は 、 偏 光
板 ３ の 透 過 軸 と 直 交 す る 方 向 の 直 線 偏 光 で あ り 、 偏 光 板 ３ で 吸 収 さ れ 透 過 し な い 。 こ の 様
に 、 液 晶 層 に 電 界 が 印 加 さ れ て い な い 場 合 は 暗 表 示 と な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 液 晶 セ ル ２ に お い て 液 晶 層 に 電 界 が 印 加 さ れ て い る 場 合 は 、 基 板 面 か ら 垂 直 方 向 に 配 向
し て い た 液 晶 分 子 は 基 板 面 と 水 平 方 向 に 幾 分 傾 き 、 液 晶 セ ル ２ に 入 射 し た λ ／ ４ 位 相 差 板
７ か ら の 円 偏 光 は 、 液 晶 分 子 の 複 屈 折 に よ り 楕 円 偏 光 に な り 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ 、 λ ／ ２
位 相 差 板 ６ を 通 過 し た 後 に は 、 偏 光 板 ３ の 透 過 軸 と 直 交 す る 直 線 偏 光 に は な ら ず 、 偏 光 板
３ を 幾 分 通 過 し て 表 示 光 １ １ と な る 。 液 晶 層 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 調 整 す る こ と で 、 偏 光 板
３ を 透 過 す る 表 示 光 １ １ の 光 量 を 調 節 す る こ と が で き 、 階 調 表 示 が 可 能 に な る 。 液 晶 層 の
位 相 差 が １ ／ ２ 波 長 条 件 に な る よ う に 液 晶 分 子 の 配 向 状 態 を 変 化 さ せ る と 、 λ ／ ４ 位 相 差
板 ５ を 通 過 し た 後 の 円 偏 光 は 液 晶 層 の セ ル 厚 の 半 分 の 地 点 で 直 線 偏 光 に な り 、 残 り の 液 晶
層 を 通 過 す る と 円 偏 光 に な る 。 液 晶 セ ル ２ か ら 出 射 す る 円 偏 光 は λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ 、 λ ／
２ 位 相 差 板 ６ を 通 過 す る と 、 偏 光 板 ３ の 透 過 軸 と 平 行 な 直 線 偏 光 に な り 、 偏 光 板 ３ を 通 過
す る 表 示 光 １ １ の 光 量 は 最 大 に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ４ ０ １ ５ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 記 構 成 の 液 晶 表 示 パ ネ ル に お い て は 、 偏 光 板 ３ か ら 出 射 す る 表 示 光 １ １ は 、 直 線 偏 光
で あ る 。 従 っ て 、 例 え ば サ ン グ ラ ス 越 し に 表 示 面 を 見 た 場 合 、 状 態 に よ っ て は 表 示 画 像 が
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暗 く な り 、 見 え な く な る 場 合 も あ る 。 つ ま り 、 表 示 光 １ １ の 偏 光 軸 と サ ン グ ラ ス の 吸 収 軸
が 一 致 す る 角 度 で 見 た 場 合 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 サ ン グ ラ ス 越 し に 表 示 面 を 見 た 場 合 等 、 偏 光 作 用 の あ る 光 学 部 材 を 通 し て 観
察 し た 場 合 で も 、 表 示 画 像 が 偏 光 軸 の 方 向 に 起 因 し て 見 え 難 く な る 程 度 を 低 減 で き る 液 晶
表 示 パ ネ ル 、 あ る い は 画 像 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 画 素 電 極 及 び 対 向 電 極 を 有 す る 一 対 の 基 板 の 間 に 液 晶 層 を
挟 持 し て 形 成 さ れ た 液 晶 セ ル と 、 前 記 液 晶 セ ル の 少 な く と も 表 示 面 側 に 配 置 さ れ た 偏 光 部
材 と 、 前 記 偏 光 部 材 と 前 記 液 晶 セ ル の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 偏 光 部 材 側 か ら 入 射 す る 直 線 偏
光 を 円 偏 光 ま た は 楕 円 偏 光 と し て 出 射 す る 位 相 差 板 と を 備 え 、 表 示 面 側 の 前 記 偏 光 部 材 か
ら 外 部 に 向 け て 出 射 さ れ る 光 が 直 線 偏 光 で あ る 。 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 前 記 表 示 面
側 の 偏 光 部 材 よ り も 外 側 に 、 直 線 偏 光 を 円 偏 光 ま た は 楕 円 偏 光 と し て 出 射 す る 出 射 位 相 差
板 が 配 置 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 画 像 表 示 装 置 は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル と 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル が 設 置 さ れ た 装 置 本
体 と を 備 え 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル は 、 画 素 電 極 及 び 対 向 電 極 を 有 す る 一 対 の 基 板 の 間 に 液
晶 層 を 挟 持 し て 形 成 さ れ た 液 晶 セ ル と 、 前 記 液 晶 セ ル の 少 な く と も 表 示 面 側 に 配 置 さ れ た
偏 光 部 材 と 、 前 記 偏 光 部 材 と 前 記 液 晶 セ ル の 間 に 配 置 さ れ 、 前 記 偏 光 部 材 側 か ら 入 射 す る
直 線 偏 光 を 円 偏 光 ま た は 楕 円 偏 光 と し て 出 射 す る 位 相 差 板 と を 有 し 、 表 示 面 側 の 前 記 偏 光
部 材 か ら 外 部 に 向 け て 出 射 さ れ る 光 が 直 線 偏 光 で あ る 。 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 前 記
液 晶 表 示 パ ネ ル の 表 示 面 側 の 前 記 偏 光 部 材 よ り も 外 側 に 、 直 線 偏 光 を 円 偏 光 ま た は 楕 円 偏
光 と し て 出 射 す る 出 射 位 相 差 板 が 配 置 さ れ 、 前 記 出 射 位 相 差 板 は 前 記 装 置 本 体 に 支 持 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 出 射 さ れ る 表 示 光 が 円 偏 光 ま た は 楕 円 偏 光 と な る た め 、 サ ン グ ラ ス
越 し に 表 示 面 を 見 た 場 合 で あ っ て も 、 表 示 画 像 が 偏 光 軸 の 方 向 に 起 因 し て 見 え 難 く な る 程
度 を 低 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 パ ネ ル ま た は 画 像 表 示 装 置 に お い て 好 ま し く は 、 前 記 出 射 位 相 差 板 が
λ ／ ４ 位 相 差 板 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 画 像 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 装 置 本 体 に は 、 前 記 液 晶 表 示 パ ネ ル の 前 面 を 覆 う
透 明 保 護 板 が 設 け ら れ 、 前 記 出 射 位 相 差 板 は 、 前 記 透 明 保 護 板 の 外 面 ま た は 内 面 に 設 け ら
れ た 構 成 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 具 体 的 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 実 施 の 形 態 １ ）
　 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。 液 晶 表
示 パ ネ ル の 基 本 的 な 構 成 は 図 ３ に 示 し た 従 来 例 の 場 合 と 同 様 で あ り 、 液 晶 セ ル ２ の 両 側 の
最 外 面 に 、 各 々 偏 光 板 ３ 、 ４ が 配 置 さ れ 、 液 晶 セ ル ２ と 偏 光 板 ３ の 間 に は 、 液 晶 セ ル ２ の
側 か ら 順 に 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ 、 及 び λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ が 配 置 さ れ 、 液 晶 セ ル ２ と 偏 光 板
４ の 間 に は 、 液 晶 セ ル ２ の 側 か ら 順 に 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ７ 、 及 び λ ／ ２ 位 相 差 板 ８ が 配 置
さ れ て い る 。 偏 光 板 ３ の 外 側 に 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ９ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 液 晶 セ ル ２ は 、 例 え ば 、 一 方 の 基 板 に Ｉ Ｔ Ｏ 等 の 透 過 率 の 高 い 材 料 で 形 成 さ れ た 透 明 電
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極 が 設 け ら れ 、 他 方 の 基 板 に 対 向 電 極 が 設 け ら れ 、 透 明 電 極 と 対 向 電 極 と の 間 に 負 の 誘 電
異 方 性 を 示 す 液 晶 材 料 か ら な る 液 晶 層 が 挟 持 さ れ た 構 成 と す る こ と が で き る 。 透 明 電 極 及
び 対 向 電 極 の 液 晶 層 と 接 す る 面 に は そ れ ぞ れ 垂 直 配 向 性 の 配 向 膜 （ 図 示 せ ず ） が 形 成 さ れ
て お り 、 ラ ビ ン グ や 光 配 向 等 の 配 向 処 理 が 行 な わ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ３ に 示 し た 従 来 例 の 場 合 と 同 様 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ７ の 遅 相 軸 は λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ の 遅
相 軸 と 直 交 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ の 遅 相 軸 は λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ の
遅 相 軸 に 対 し て ６ ０ 度 、 λ ／ ２ 位 相 差 板 ８ の 遅 相 軸 は λ ／ ４ 位 相 差 板 ７ の 遅 相 軸 に 対 し て
６ ０ 度 傾 む く よ う に 、 ま た λ ／ ２ 位 相 差 板 ８ の 遅 相 軸 は λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ の 遅 相 軸 と 直 交
す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 っ て 、 液 晶 セ ル ２ に お い て 液 晶 層 に 電 界 が 印 加 さ れ て い な い 場 合 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １
の 裏 面 （ 図 で は 上 側 ） に 配 置 さ れ た バ ッ ク ラ イ ト （ 図 示 せ ず ） の 照 射 に よ る 入 射 光 １ ０ は
、 λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ を 通 過 し た と き に 、 偏 光 板 ３ の 透 過 軸 と 直 交 す る 方 向 の 直 線 偏 光 で あ
り 、 偏 光 板 ３ で 吸 収 さ れ 透 過 し な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 液 晶 セ ル ２ に お い て 液 晶 層 に 電 界 が 印 加 さ れ て い る 場 合 は 、 λ ／ ２ 位 相 差 板 ６ を 通 過 し
た 後 に は 、 偏 光 板 ３ の 透 過 軸 と 直 交 す る 直 線 偏 光 に は な ら ず 、 偏 光 板 ３ を 幾 分 通 過 す る 。
液 晶 層 に 印 加 さ れ る 電 圧 を 調 整 す る こ と で 、 偏 光 板 ３ を 透 過 す る 光 量 を 調 節 す る こ と が で
き 、 階 調 表 示 が 可 能 に な る 。 液 晶 層 の 位 相 差 が １ ／ ２ 波 長 条 件 に な る よ う に 液 晶 分 子 の 配
向 状 態 を 変 化 さ せ る と 、 液 晶 セ ル ２ か ら 出 射 す る 円 偏 光 は λ ／ ４ 位 相 差 板 ５ 、 λ ／ ２ 位 相
差 板 ６ を 通 過 す る と 、 偏 光 板 ３ の 透 過 軸 と 平 行 な 直 線 偏 光 に な り 、 偏 光 板 ３ を 通 過 す る 光
量 は 最 大 に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に し て 偏 光 板 ３ を 通 過 す る 光 は 、 直 線 偏 光 で あ る 。 直 線 偏 光 の 透 過 光 は 、 更
に λ ／ ４ 位 相 差 板 ９ を 通 過 す る 。 そ れ に よ り 、 最 終 的 に 外 部 に 出 射 す る 表 示 光 １ １ は 円 偏
光 と な る 。 従 っ て 、 サ ン グ ラ ス 越 し に 表 示 面 を 見 た 場 合 等 、 偏 光 作 用 の あ る 光 学 部 材 を 通
し て 観 察 し た 場 合 で も 、 表 示 画 像 が 偏 光 軸 の 方 向 に 起 因 し て 見 え 難 く な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 な お 、 用 途 に よ っ て は 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 ９ に 代 え て 、 直 線 偏 光 を 楕 円 偏 光 と し て 出 射 す
る 位 相 差 板 を 配 置 し て も 、 表 示 画 像 が 見 え 難 く な る 程 度 を 軽 減 し て 、 実 用 的 に 十 分 な 効 果
が 得 ら れ る 場 合 も あ る 。 ま た 、 上 述 の 実 施 の 形 態 で は 、 液 晶 セ ル ２ が 透 過 型 の 場 合 の み に
つ い て 説 明 し た が 、 液 晶 セ ル ２ が 反 射 型 の 電 極 、 あ る い は 透 過 型 電 極 と 反 射 型 電 極 の 両 方
を 備 え 、 偏 光 板 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 、 λ ／ ２ 位 相 差 板 を 図 示 し た 構 成 に 配 置 し た 場 合 で あ っ
て も 、 本 実 施 の 形 態 の 効 果 を 同 様 に 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 （ 実 施 の 形 態 ２ ）
　 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 ２ に お け る 画 像 表 示 装 置 の 構 成 を 示 す 概 略 断 面 図 で あ る 。 画 像 表 示
装 置 は 、 例 え ば 携 帯 電 話 の 表 示 部 を 構 成 す る 。 こ の 装 置 に お い て は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ６
が 装 置 本 体 の ケ ー シ ン グ １ ２ の 内 部 に 設 置 さ れ て い る 。 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ６ の 構 成 は 、 図
３ に 示 し た 従 来 例 の 場 合 と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ケ ー シ ン グ １ ２ に は 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ６ の 前 面 を 覆 う 、 ア ク リ ル 板 等 か ら な る 透 明 保
護 板 １ ３ が 設 け ら れ て い る 。 透 明 保 護 板 １ ３ の 内 面 に 、 λ ／ ４ 位 相 差 板 １ ４ が 貼 付 さ れ て
い る 。 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ６ の 裏 面 側 に は 、 バ ッ ク ラ イ ト １ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 こ の 構 成
に よ れ ば 、 実 施 の 形 態 １ の 場 合 と 同 様 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ６ か ら 出 射 す る 直 線 偏 光 の 表 示
光 を 、 更 に λ ／ ４ 位 相 差 板 １ ４ に よ り 、 円 偏 光 と し て 画 像 表 示 装 置 か ら 出 射 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 λ ／ ４ 位 相 差 板 １ ４ は 、 透 明 保 護 板 １ ３ の 外 面 に 貼 付 さ れ て も よ い 。 あ る い は 、 透 明 保
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護 板 １ ３ と は 分 離 し て 、 液 晶 表 示 パ ネ ル １ ６ の 前 面 に 配 置 し 、 ケ ー シ ン グ １ ２ に 支 持 さ せ
た 構 造 と し て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 液 晶 表 示 パ ネ ル あ る い は 画 像 表 示 装 置 は 、 サ ン グ ラ ス 越 し に 表 示 面 を 見 た 場 合
で あ っ て も 、 表 示 画 像 が 偏 光 軸 の 方 向 に 起 因 し て 見 え 難 く な る 程 度 を 低 減 で き 、 携 帯 電 話
、 携 帯 情 報 機 器 、 カ メ ラ 等 の 液 晶 モ ニ タ ー と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 １ に お け る 液 晶 表 示 パ ネ ル の 断 面 模 式 図
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 ２ に お け る 画 像 表 示 装 置 の 断 面 模 式 図
【 図 ３ 】 従 来 例 の 液 晶 表 示 パ ネ ル の 断 面 模 式 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ 、 １ ６ 　 液 晶 表 示 パ ネ ル
２ 　 液 晶 セ ル
３ 、 ４ 　 偏 光 板
５ 、 ７ 、 ９ 　 λ ／ ４ 位 相 差 板
６ 、 ８ 　 λ ／ ２ 位 相 差 板
１ ０ 　 入 射 光
１ １ 　 表 示 光
１ ２ 　 ケ ー シ ン グ
１ ３ 　 透 明 保 護 板
１ ４ 　 λ ／ ４ 位 相 差 板
１ ５ 　 バ ッ ク ラ イ ト
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【 図 ３ 】
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摘要(译)

解决的问题：提供一种液晶显示面板，该液晶显示面板即使在通过具有
偏振效果的光学部件观察时，例如当通过太阳镜观察显示表面时，也能
够降低由于偏振轴的方向而导致的观看显示图像的困难度。 。 通过将液
晶层夹在具有像素电极和对电极的一对基板之间，至少设置在液晶单元
的显示面侧的偏光部件（3、4）来形成液晶单元（2）， 它设置在部件
和液晶单元之间，并且具有相差板5、6、7和8，相差板5、6、7和8发射
从偏振部件侧入射的线偏振光作为圆偏振光或椭圆偏振光。 朝向发出的
光是线偏振光。 在显示面侧的偏光部件的外侧，配置有将圆偏光或椭圆
偏光输出为直线偏光的输出相位差板9。 [选型图]图1
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